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１．堤防の復旧状況について



R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所

立ヶ花上流区間の災害復旧状況と今後の予定について
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○立ヶ花上流区間にて実施した堤防復旧、河道掘削等の箇所、これから引き続き実施する箇所等は以下のとおり。
○今後は、穂保地先の堤防復旧箇所（施工延長約560ｍ）以外においても、信濃川水系緊急治水対策プロジェクトの中で引き続き、

堤防強化対策等を実施予定。

※河道掘削については上下流バランスを踏まえ、段階的に掘削を行う予定
なお、詳細な河道掘削範囲は今後、測量結果等を踏まえて決定する



堤防復旧完了応急復旧完了被災状況

R1.10.30撮影

基礎処理工（鋼矢板）の施工

堤防被覆構造鋼矢板仮締切堤防

仮堤防

堤防の決壊状況①

R2.6.6撮影

堤防の決壊状況②

R1.10.13撮影 千曲川

決壊箇所

千曲川

千曲川

千曲川

千曲川 千曲川

千曲川

立ヶ花上流区間の災害復旧状況について（穂保地先の復旧状況）

○ 長野市穂保地先では、令和元年東日本台風の出水により「越水」し、約７０ｍ区間の堤防が決壊。
○ 決壊発生当日（令和元年10月13日）から緊急復旧工事に着手し、10月17日に仮堤防が完成。
○ 令和元年10月30日には、応急復旧工事（鋼矢板仮締切堤防）が完成。
○ 令和2年6月10日に決壊区間（１４０ｍ）を含む越水で被害を受けた堤防の復旧工事が完了。
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基礎地盤処理
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○現状の施設能力を上回る洪水により、越水した場合でも決壊しにくい粘り強い堤防を目指す。
○立ヶ花狭窄部～村山橋間についての堤防構造は現在検討中（決壊区間を含む５６０ｍ区間を除く）。

＜A-A 標準断面図＞

R2.6.6撮影

堤防復旧状況施工状況

位置図

盛土材と既存地盤の
一体性の観点から弱
部とならないように
鋼矢板を設置。

立ヶ花上流区間の災害復旧状況について（穂保地先の復旧状況）

決壊区間を含む
140mの範囲で施工
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２．地域の皆さまから頂いたご意見について

①：穂保地先の堤防は「完成堤」なのに、なぜ越水したのか？

＜ご説明＞

令和元年東日本台風では、信濃川水系の全川を通じて既往最大となる水位を観測するなど
記録的な洪水となり、上流部の千曲川で大規模な浸水被害が発生するとともに、下流部の信
濃川でも越水等により家屋の浸水被害が発生しました。

河川整備は、河道掘削や築堤、洪水調節施設などの多様な治水対策を組み合わせ、河川整
備の目標とする流量を計画高水位以下で安全に流すよう整備を実施します。

現在の整備状況として、堤防は完成していますが河道掘削等は完了していないため、整備途
上となっています。

こうした状況において、現在、段階的な整備（当面の目標）として、平成１８年洪水と同規模を
安全に流下させる整備を順次実施中です。今回の令和元年東日本台風におけるピーク流量は、
これを超える洪水規模（立ヶ花水位観測所実測流量：毎秒約8,400m3）であったため、穂保地先
を含む一連区間で越水が発生しました。



令和元年東日本台風の概要

○令和元年東日本台風は、１０月１２日の夕方から夜にかけて、非常に強い勢力を保ったまま東海・関東地方に上陸し、
台風本体の発達した雨雲の影響により、既往最大を超える大雨をもたらし、千曲川では観測史上最大の流量を記録した。

天気図（10月12日15時、気象庁HPより）

令和元年東日本台
風

立ヶ花

期間：10月12日16時～ 10月13日10時

雨量積算図
提供：新潟地方気象台

昭和58年9月29日5:00
既往最高水位 11.13 m 令和元年10月13日3:20

ピーク水位 12.46 m

立ヶ花水位観測所における既往高水位

立
ヶ
花
観
測
所

観
測
水
位

（
ｍ
）
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■千曲川 立ヶ花地点上流域
流域平均２日雨量

今 回 ： 196.8mm/2日（令和元年10月洪水）
〔既往最大： 180.1mm/2日（平成18年7月洪水）〕

■立ヶ花水位観測所では、
既往最高水位 12.46mを記録 実測流量：8,387m3/s
〔過去最高：11.13m (昭和58年9月29日記録) 〕



河川整備基本方針と河川整備計画
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長期的な河川整備の最終目標
河川整備基本方針に沿って定める
具体的な整備の内容
（計画対象期間：20～30年間程度）

＜定める事項＞
○河川整備計画の目標に関する事項
○河川の整備の実施に関する事項

＜定める事項＞
○当該水系に係る河川の総合的な保全
と利用に関する基本方針

○河川の整備の基本となるべき事項

・基本高水並びにその河道及び洪水調節
施設への配分に関する事項
・主要な地点における計画高水流量、
計画高水位、計画横断形に係る川幅、
流水の正常な機能を維持するため必要
な流量に関する事項

・河川工事の目的、種類及び施行の場所
並びに当該河川工事の施行により設置
される河川管理施設の機能の概要
・河川の維持の目的、種類及び施行の場所

河川整備基本方針 河川整備計画

河
川
工
事
、
河
川
の
維
持

○ 「河川整備基本方針」は、長期的な河川整備の最終目標となるもので、河川の整備の基本となるべき事項を定めているもの。

○ 「河川整備計画」は、河川整備基本方針に沿って河川整備の目標や整備の内容を定めるもので、

計画対象期間を２０～３０年程度としている。

○ 現在行われている河川の整備は、「河川整備計画」で定めた目標に向けて実施している。



※なお、流域内の洪水調節施設がない場合は
小千谷10,200m3/s、立ヶ花7,600m3/sとなります。

計画高水位

7,300m3/s

信濃川水系河川整備基本方針(平成20年6月策定)

信濃川水系河川整備計画(平成26年1月策定)

・洪水調節施設
（大町ダム等再編事業）

河道掘削を実施

計画高水位

9,000m3/s

河道掘削を実施

計画高水流量図（信濃川上流部・中流部）

河道配分流量（信濃川上流部・中流部）

河川整備の目標や具体的な整備の内容
（計画対象期間：概ね30年間程度）

長期的な河川整備の目標（河川整備計画の上位計画）

・洪水調節施設

中流部・上流部

河川整備基本方針と河川整備計画（信濃川上流：千曲川）

○ 「河川整備基本方針」では、最終的な河川整備の目標として、立ヶ花地点において基本高水のピーク流量を11,500m3/sとし、
流域内の洪水調節施設により2,500m3/s調節し、計画高水流量を9,000m3/sとしている。

○ 「河川整備計画」では、河川整備の目標として、立ヶ花地点で目標流量を7,600m3/sとし、既設ダムと大町ダム等再編
事業を併せ300m3/sを調節し、河道配分流量を7,300m3/sとしている。

○ 現在は、「河川整備計画」に基づき、河川整備を実施している。
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・基本高水のピーク流量：河川整備の基本となる目標流量（立ヶ花地点では、11,500m3/s）
・計画高水流量 ：河川整備基本方針で定められる河道に配分する流量
・計画高水位 ：計画高水流量を河道内で安全に流すために定めた水位
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２．地域の皆さまから頂いたご意見について

②：穂保地先のみ低い堤防ではないのか？

越水しないように堤防を高くできないのか？

＜ご説明＞

河川堤防の計画高さは、河川整備基本方針等に基づき、地域によらず計画高水流量を安全
に流下させるために必要な高さとして、同じ考え方で設定し、施工しています。

なお、長野市穂保地先の堤防は、昭和50年代の築堤工事によって、計画の堤防高さ、幅を
確保し、堤防自体は完成（完成堤防）しています。



河川整備基本方針と河川整備計画
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長期的な河川整備の最終目標
河川整備基本方針に沿って定める
具体的な整備の内容
（計画対象期間：20～30年間程度）

＜定める事項＞
○河川整備計画の目標に関する事項
○河川の整備の実施に関する事項

＜定める事項＞
○当該水系に係る河川の総合的な保全
と利用に関する基本方針

○河川の整備の基本となるべき事項

・基本高水並びにその河道及び洪水調節
施設への配分に関する事項
・主要な地点における計画高水流量、
計画高水位、計画横断形に係る川幅、
流水の正常な機能を維持するため必要
な流量に関する事項

・河川工事の目的、種類及び施行の場所
並びに当該河川工事の施行により設置
される河川管理施設の機能の概要
・河川の維持の目的、種類及び施行の場所

河川整備基本方針 河川整備計画

河
川
工
事
、
河
川
の
維
持

○ 「河川整備基本方針」は、長期的な河川整備の最終目標となるもので、河川の整備の基本となるべき事項を定めているもの。

○ 「河川整備計画」は、河川整備基本方針に沿って河川整備の目標や整備の内容を定めるもので、

計画対象期間を２０～３０年程度としている。

○ 現在行われている河川の整備は、「河川整備計画」で定めた目標に向けて実施している。



堤防計画と穂保地先（立ヶ花狭窄部から村山橋間）の整備状況

○堤防の計画にあたっては、河川整備基本方針において定める計画高水流量を「計画高水位（H.W.L）」以下で流すため、

河川堤防の計画高さは地域によらず、計画高水流量を安全流下させるために必要な高さを同じ考え方で設定。

○穂保地先の堤防は昭和５０年代の築堤工事により計画の堤防高さ・幅を確保し、堤防は完成（完成堤防化）。
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＜穂保地先：※長野桜づつみ工事標準断面図＞

天端

堤防嵩上げ・拡幅（完成堤防化）
【昭和５９年整備】

桜づつみ堤防整備
【平成17年度整備】

①計画高水位：H.W.L②余裕高1.5m

①計画高水位（H.W.L）：計画高水流量を河道内で安全に流すために定めた水位で、計画や河川管理の基準となる水位

②余 裕 高 ：洪水を安全に流すための構造上の余裕高さ。 【千曲川では余裕高は１．５ｍ】
計画した洪水流量に応じた余裕高が決まる。 （※洪水時の風浪、うねり、跳水等の一時的水位上昇、
水防活動時の安全の確保、流木等への対応）

③計画堤防高 ：①計画高水位（H.W.L）＋②余裕高

※平成17年度工事完成図書より加筆
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２．地域の皆さまから頂いたご意見について

③：狭窄部の河道掘削を実施して、水位を下げられないのか？

＜ご説明＞

狭窄部の掘削については、下流の流量が増えることから、慎重に取り扱う必要があると考え
ており、信濃川水系各区間の河川管理者である国、長野県、新潟県で上下流の整備バランス
を確保しつつ、一体的に整備を進めることとしています。

なお、令和２年１月末にとりまとめました信濃川水系緊急治水対策プロジェクトにおいても、
狭窄部の河道掘削を実施することとしています。



○ 千曲川は、佐久、上田、長野、飯山の盆地と山あいの狭窄区間を交互に流れ下るため、川幅が大きく変化しています。

○ 特に長野盆地下流の立ヶ花狭窄区間と飯山盆地下流の戸狩狭窄区間は、両岸に急斜面が迫る渓谷となっており、洪水時には
水の流れが悪くなるため、狭窄区間上流の水位がせき上げられます。

千曲川の地形的特徴（立ヶ花、戸狩狭窄部）

14※信濃川水系河川整備計画【大臣管理区間】：第３章 河川の現状と課題より



凡例

：堤防整備、河道掘削等

日本海

上田市松本市

長岡市

新潟市

大河津分水路
関屋分水路

大町ダム

魚沼市

燕市

十日町市

信濃川

：大臣管理区間

：県管理区間

：市街地

：山地

三国川ダム

信濃川中流
・信濃川［無堤・弱小堤対策、河道掘削］
・大河津分水路［第二床固改築、

分水路の拡幅］
・魚野川［無堤対策、河道掘削］

信濃川上流（千曲川）
・千曲川［無堤・弱小堤対策、

河道掘削（立ヶ花、戸狩）］
・犀 川［無堤・弱小堤対策］

位置図
イメージ図

信濃川水系の河川整備イメージ（上中流の整備メニュー）

○洪水の安全な流下対策は、河口部で洪水処理を担う大河津分水路の改修を優先的に進めるとともに、大町ダム等再編事業にて
新たな洪水調節容量を確保し、信濃川上流（千曲川）、信濃川中流の安全性が段階的に向上するよう河道掘削、築堤の整備を
実施。

○河川の上流側の整備を行う際には、下流側の整備状況や支川の整備状況に配慮しつつ実施。

15

長岡市

信濃川水系学識者会議第３回全体調整会議 説明資料（2012.3.13）より（一部加筆）

小布施橋

【立ヶ花狭窄部】

大河津分水路

信濃川

新潟市内

燕市・長岡市

長野市

大町ダム等再編事業

七倉ダム

高瀬ダム

大町ダム

飯山市



○信濃川水系の河川整備は、河川整備基本方針で定めた目標に向けて、現在の河川整備状況、背後の利用状況、上下流、
本支川の整備バランス等、総合的に勘案し、段階的かつ着実な河川整備を実施することで戦後最大規模の洪水に対し災害の
発生の防止又は軽減を図るため、順次整備を進めているところ。

○信濃川上流（千曲川）、県管理区間、信濃川中流の各区間は、上下流で進捗を合わせ、整備を進め、千曲川（犀川合流点まで）
は、これまで段階的な整備（当面の目標）として、平成１８年洪水と同規模を安全に流下させる整備を順次実施中。

河
川
整
備
基
本
方
針
の
目
標

河川整備計画目標の達成
※平成２６年９月策定から概ね30年程度

現状

信濃川水系の河川整備のイメージ（進め方）

信濃川水系学識者会議第３回全体調整会議 説明資料（2012.3.13）より

16
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信濃川水系緊急治水対策プロジェクト
～ ｢日本一の大河｣ 上流から下流まで流域一体となった防災・減災対策の推進 ～ 【令和２年度版】

○国・新潟県・長野県・信濃川流域の４１市町村が連携し、令和２年１月に「緊急治水対策プロジェクト」を立ち上げ、 『「日本一の

大河」上流から下流まで流域一体となった防災・減災対策の推進』をスローガンに、水系全体で河川整備、流域対策・まちづくり、

ソフト対策を一体的かつ緊急的に進める。



信濃川水系緊急治水対策プロジェクト ～ ｢日本一の大河｣ 上流から下流まで流域一体となった防災・減災対策の推進 ～

18

○立ヶ花狭窄部区間にて実施する主な整備内容は以下のとおり。
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２．地域の皆さまから頂いたご意見について

④：緊急治水対策プロジェクトで「対策」とあるが、

何がどのようになるのか数値的なものが分からない。

＜ご説明＞

緊急治水対策プロジェクトでは、できるだけ洪水時の水位を下げると共に堤防決壊のリスクを
軽減することを念頭に、堤防強化や立ヶ花狭窄部を含む河道掘削を実施することで、立ヶ花地
点において（東日本台風時における毎秒約8,400m3を超える）毎秒約8,600m3の洪水まで越水
させずに流下させることができるようになります。

併せて、遊水地の整備等を行い上流からの洪水量も低減させることとしています。



河川の水位を下げる河川整備、「河道掘削や上流の遊水地整備により水位低下」

○「河道掘削」や「上流の遊水地等の洪水調節施設」により水位を下げることで水害時のリスクを低下

水位を下げる河川整備

家 家

堤防内で流せる流量
が増える

河道掘削で川底を下げる

堤防内で流せる流量が増える

水害時のリスク低下

20

川の中の底を掘ると、流れる水の量が同じでも、流
れる水の高さが低くなり、安全に流れるようになる。

流れる高さが低くなる。

流れる量は同じ

10 11 12 13

14 15 16 17

9

1 2 3 4 5 6 7

8

1 2 3 4 5 6 7

9 10 11 12 13 14 15

16 17

8

掘削前

掘削後

＜河道掘削＞ ＜遊水地等の洪水調節施設＞

1 2 3 4 5 6 7

9 10 11 12 13 14 15

16 17

8

遊水地なし Ａ－Ａ’

遊水地に川の水の一部を一時的に貯めることで、
下流を流れる水位の高さが低くなる。

計画高水位



信濃川水系緊急治水対策プロジェクト 【令和元年東日本台風洪水への対応について】

○ 令和９年度までに、立ヶ花狭窄部を含む河道掘削や遊水地整備、堤防整備・強化を行う。

○ 立ヶ花地点において約9,000m3/sの洪水規模※に対し、遊水地等の整備により約8,600m3/sまで洪水量を低減させる。

○ 併せて、河道掘削等の実施により、プロジェクト完了時には、（東日本台風時における約8,400m3/sを超える）約8,600m3/sの洪
水まで越水させずに流下させることができるようになる。

計画高水位

河道掘削

約9,000m3/s※の水位（想定）

約8,600m3/sの水位（事業実施後）

イメージ図：対策による効果

堤防整備・強化

※令和元年東日本台風において、立ヶ花地点より上流での千曲川本川堤防
からの越水等が生じなかった場合に想定される洪水流量。

遊水地等による対策
計画堤防高

21
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２．地域の皆さまから頂いたご意見について

⑤：穂保地先の堤防決壊の原因は何か？

＜ご説明＞

堤防決壊の原因としては、一般的に越水、浸透、侵食などが考えられます。

千曲川堤防調査委員会では、痕跡水位の状況や落堀・洗掘の状況、決壊地点の地質構成、
堤内地の堆積物調査、浸透流解析、決壊地点及び近傍の侵食状況などを調査し、被災メカニ
ズムの分析を行いました。

その結果、監視カメラにより堤防からの越流が確認できること、堤防決壊地点の上下流区間
も川裏法尻に越流水による洗掘が確認できること等の理由から、越流によって堤防等の欠損
が発生し決壊の主要因になったと推定されるとの結論を得ているところです。

※千曲川堤防調査委員会とは、千曲川において堤防決壊等の甚大な被害が発生した場合、学識者等により原因究明と再度被害を回避する復旧対策等
に対する指導・助言を行うことを目的とする有識者からなる委員会。
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①越水

②侵食

浸透

③堤体からの浸透
（すべり破壊）

④基礎地盤からの浸透
（パイピング破壊）

堤防決壊のメカニズムについて

○ 堤防は土で出来ているため、水の作用により不安定化する。
○ 堤防決壊のメカニズムは、川の水が堤防を乗り超える「越水」のほか、川の流れで削られる「侵食」、堤防の中や基礎の地盤中

を通る水による「浸透」が挙げられる。
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穂保地先で発生した堤防決壊原因の特定について

○ 穂保地先における堤防の決壊原因は、「越水」と推定された。

決壊要因の可能性 影響
程度 

越水 

 監視カメラから越流が生じているのが確認されており、堤

防決壊地点の上下流区間も川裏法尻に越流水による洗掘等

が確認されている。これらのことから、越流によって堤防等

の欠損が発生し決壊の主要因になったと推定される。 

○ 

浸透 

パイピ

ング 

破壊 

 堤防決壊地点の基礎地盤は厚い粘性土層の分布が確認され

ており、パイピングが起きにくい地質構成になっている。 
 今回出水の降雨・水位を再現した安定計算結果から、照査

基準値を満足している。 
 被災後の現地調査からも噴砂跡等は確認されていない。こ

れらのことから、パイピングが主要因となった可能性は低

いと推定される。 

× 

すべり

破壊 

 今回出水の降雨・水位を再現した安定計算結果から、照査

基準値を満足している。 
 また、越流時の洗掘により堤防等が痩せていく過程ですべ

り破壊が生じた可能性は排除できないが主要因ではないと

言える。 

× 

侵食 
 堤防決壊箇所の上下流とも川表法面に目立った侵食の痕跡

は確認できないことから、決壊の主要因となった可能性は

低いと推定される。 

× 

 〇：破堤への影響は大 ×：破堤への影響は低い

※令和２年７月７日 第４回千曲川堤防調査委員会説明資料より



25

２．地域の皆さまから頂いたご意見について

⑥：穂保地先ではなぜ遮水矢板を施工しないのか？

＜ご説明＞

長野市穂保地先においては、決壊箇所含む１４０ｍ区間について、新たな土（置換土）により
堤防を建設しており、置換土と既存地盤の一体性の観点から地下水による弱部とならないよう、
基礎地盤への根入れを考慮した深さ（長さ５ｍ）まで鋼矢板（遮水矢板）を実施しています。

なお、当該区間を含めて穂保地先の既存地盤が粘性土であり、基盤漏水の危険性は認めら
れないことから、これ以上の対策は不要と考えております。

また、その他の区間については、漏水の実績等を踏まえ、必要に応じて対策を検討して参り
ます。
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堤防決壊地点（左岸57.5K付近）における本復旧断面

5.1.3

○堤防決壊（左岸57.5付近）箇所にて実施することとした「危機管理型ハード対策」に加えて、より効果的な対策を検討の結果、
表面被覆型の堤防強化方法として、裏法面を一連でコンクリートブロックによる補強。それに伴い、法留基礎工および
ドレーン工を設置。

○基礎地盤処理の置換盛土材と既存地盤の一体性の観点から弱部とならないよう、鋼矢板を設置。

法留基礎工

法面補強工であるコンクリート
ブロックを支えるため、法留基
礎工を設置する。

※天端舗装工は、道路等の関係者と調整しながら決定する。 

 施工にあたっては、環境面に配慮し覆土等も検討する。 

盛土材と既存地盤の一体性の
観点から弱部とならないよう
に、鋼矢板を設置する。

【 横 断 模 式 図 】



※遮水矢板は漏水実績等
を考慮し実施

篠
井
川

千曲川

村
山
橋
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※遮水矢板は漏水実績等を考慮し実施

堤防決壊箇所付近での矢板施工の必要性について（立ヶ花橋～屋島橋までの地質状況について）

決壊箇所の基礎地盤については透水性の低い、厚い不透水層を確認

遮水矢板を施工している範囲は水を透しやすい土質分布している箇所が中心

○穂保地先の堤防決壊箇所において既往の地質調査結果等から基盤漏水の危険性は確認されておらず、対策は不要と判断。

百
々
川

松
川

篠
井
川

水を透しにくい
粘土層の厚さが薄い

村山橋

村山橋

水を透しにくい
粘土層の厚さが薄い

小布施橋

小布施橋

立ヶ花橋

立ヶ花橋

基
礎
地
盤

堤
体

基
礎
地
盤

堤
体

屋島橋

＝ 堤体

＝ 砂質土・礫質土　【水を通しやすい】

＝ 粘性土・シルト岩【水を通しにくい】

堤防ライン

遮水矢板

堤防復旧

矢板工（基礎地盤処理）

屋島橋



＜ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ試験とは＞
先端がスクリュー形をした試験棒を、荷重と回転に
よって地盤に貫入させ、貫入抵抗から地盤性状を調
査する試験

＜試験から分かること＞

粘性土層： 軟弱であるため
(不透水層) 貫入抵抗が小さい

砂質土層： 粘性土より強度が
高く
(透水層)  貫入抵抗が大きい

堤防の基礎地盤の構成を調査

〇地域からの情報提供箇所（変状等）周辺について、地質状況を追加で実施。

作業状況写真 試験棒先端

＜試験位置＞

■堤防の川表、川裏の地質の連続性を
確認するために実施

■情報提供箇所周辺堤防付近について
約100m間隔で試験を実施
（川表法尻及び川裏法尻で実施）

※遮水矢板施工区間と災害復旧区間
（既調査箇所）は除く

既往ボーリング 地域からの情報提供箇所
既往ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ【今回】

災害復旧工事区間遮水矢板工施工済区間

調査区間（下流側） 調査区間（上流側）

100 m
28

追加地質調査について（スウェーデン式サウンディング試験）



〇サウンディング箇所の地質状況について、川裏側で2.25m以上の粘性土層の厚さを確認。
○過去の出水等でこの区間で漏水等の現象が発見され、水防活動を行った事象はなし。

29

追加地質調査について（サウンディング調査結果：赤沼・津野地区）

※2.25m以上の粘性土層を確認

＜赤沼・津野地区 調査結果＞

【法尻縦断面図（川表側）】

【法尻縦断面図（川裏側）】

基
礎
地
盤

基
礎
地
盤

＝ 砂質土・礫質土　【水を通しやすい】

＝ 粘性土・シルト岩【水を通しにくい】

56.60 56.70 56.80 56.90 57.00
57.10

57.00 57.2556.7556.50

57.00 57.2556.7556.50
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追加地質調査について（サウンディング調査結果：穂保・大町地区）

〇サウンディング箇所の地質状況について、川裏側で十分な粘性土層の厚さを確認。
○過去の出水等でこの区間で漏水等の現象が発見され、水防活動を行った事象はなし。

【法尻縦断面図（川表側）】

＜穂保・大町地区 調査結果＞

基
礎
地
盤

基
礎
地
盤

＝ 砂質土・礫質土　【水を通しやすい】

＝ 粘性土・シルト岩【水を通しにくい】

【法尻縦断面図（川裏側）】

58.0057.92
57.83

58.0057.75

58.0057.75
58.25
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３．出水時にみられた長沼地区周辺の堤防に関する事象について

（地域から頂いた情報提供内容に関して）



：①川裏のり面の侵食・洗堀

：②堤防天端付近での気泡の確認

：③堤内地の堆積土砂

①56.6k付近

①56.7k付近

①56.75付近
①57.0k付近

決壊地点57.5k付近

②57.75k付近

②58.0k付近

①57.8k付近

○長沼地区では、３種類の現象が確認された。

③57.5k付近
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堤防に関する情報（位置図）



川裏側 川表側 堤防を越水した河川水は堤防川裏のり
面に沿って流れ落ちるため、堤防のり
尻部では流れが速くなり、土が削られ
たと考えられる。

川裏側 川表側

堤防

基礎地盤

堤防

基礎地盤

越水が大きくなり、
流れも速くなった
ため土が削れる

左岸56.75km付近

左岸57.0km付近①

下流側 上流側

下流側 上流側

左岸56.60km付近

左岸57.0km付近②

洗堀

●現場の状況 ●変状のプロセス
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○変状の種類 ：川裏のり尻部の侵食・洗堀
○変状発生位置 ：（千曲川左岸 56.60km、56.70km、56.75km、57.00km、57.80km付近）
○現場の状況 ：堤防のり尻では堤防縦断方向で堤防の一部が連続的に崩れている。
○原 因 ：河川水の越水によるものと推定。

堤防に関する情報 （情報提供①）



●変状のプロセス

河川水位の上昇により、堤防内に浸
透した水も上昇し、堤防の土の隙間に
閉じ込められた空気が押し上げられ、
堤防天端から吹き上げられたと考えら
れる。

○変状の種類 ：堤防天端付近での気泡
○変状発生位置 ：（千曲川左岸 57.75km、58.00km付近）
○現場の状況 ：堤防天端（天端管理用道路および管理用道路と歩道の間）で気泡が確認された。
○原 因 ：堤防内の浸透水によるものと推定。

左岸58.00km付近 左岸58.00km付近

堤防天端で
確認された気泡

川裏側川裏側 川裏側川裏側

●現場の状況

土中の空気

堤防

基礎地盤

歩道 管理用道路

堤防

基礎地盤
雨や河川水により
堤防内の水面が上昇

堤防内の水面上昇により、
土中の空気圧が増加

空気が噴出し
気泡が発生
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川裏側川裏側

堤防天端で
確認された気泡

左岸57.75km付近

川裏側川裏側

左岸57.75km付近

堤防に関する情報 （情報提供②）

吸出防止材

吸出防止材
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 撮影 2019 年 10 月 13 日   6:30頃

堤防により緩流
域となっている

主流

土砂が堆積

○決壊地点（57.5ｋ付近）堤内地に堆積した土砂は、決壊地点上流側に集中している。
○決壊地点では、氾濫流が樹木や建物により堤内地で上流に向かう流れが発生しており、堤防と流れの主流部の間が

緩流域となり、土砂が堆積しやすくなっていたことが考えられる。

千曲川→
 撮影 2019 年 10 月 13 日 14時頃

流れ

緩流域 緩流域

堤防

堤防に対して直角方向に氾濫するが、堤内地側では広
がることから、上下流の堤防裏は緩流域となりやすい。

建物等により氾濫流は上流側に向かい、広い緩
流域が形成され、土砂の堆積が上流側に集中し
たと推定される。

緩流域

堤防

千曲川

川幅が広く、河床勾配が緩い河川で決壊した場合の特徴

千曲川左岸57.5ｋ地点の特徴

堤防に関する情報 （情報提供③）
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①越水により砂分の多い、川裏側堤体（主に桜づつみ）が
侵食され、堤内地に堆積

 撮影 2019 年 10 月 13 日 14時頃

土砂が堆積

礫の堆積は表層のみ

3㎝程度

 堆積土の状況

 越水により川裏側堤体（主に桜づつみ）が侵食をうけた
決壊地点上流の状況

侵食土の礫 侵食土の砂等

決壊土の礫 決壊土の砂等

決壊土の礫 決壊土の砂等

②決壊により礫の混入した堤体土が、①上に一旦堆積

③その後、細かい砂や粘土が洗い流され、大きな礫材が
表層を覆い尽くすように堆積

○堆積物の発生源は決壊した堤防の土砂であり、礫は表層のみで、その下部は砂が主体である。
○堤防の土砂は、流れの広がりにより、流れの緩やかな上流側の堤防裏に堆積した。
○その後、堤防がなくなり、新たな土砂供給が無いため、堆積した細かい砂や粘土が洗い流され、 その流れでは流されない

大きな礫が表面に残留したと考えられる。

●堆積のプロセス

堤防に関する情報 （情報提供③）


